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Edo cityscape of Ousaki-en and Meguro river-side view restored 














































部低地 39.7％、開析谷底 16.8％、台地 43.5％であり、その台地には、大名上屋敷が 4.9％、中屋
敷が 3.9％、下屋敷が 27.2％と占めていた。江戸全体では、城や幕府関連地が 4.4％、大名屋敷が

















































































































風景であろう。すでに宝暦 9 年（1759 年）江戸
城二の丸のための土取りから北部が土取り場とな




















































































　　　　　天保 57 年（[1834-1836] 年）、国立国会図書館所蔵
　　図 14、長谷川雪旦『江戸名所図会』「夕日岡行者坂」、











国立国会図書館本：谷文晁	[ 原図 ]、磐瀬玉岑	写、1896 年










































































図 24、大崎苑紅葉台茶屋内観復元イメージ 図 25、大崎苑紅葉台茶屋外観復元イメージ
図 26、伝谷文晁『不昧公大崎別業真景』「四散紅葉台茶屋」、松江歴史館所蔵











              「松平不昧庭園茶室図」、
               写 1877 年、松江歴史館所蔵
図 29、『大崎圓図巻』部分「松平不昧会簇々閣室図」、写 1877 年、松江歴史館所蔵
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本研究は平成 26 － 28 年度予定科学研究費補助金　基盤研究（C）「絵画史料と地理情報による大
名庭園大崎苑の復元表示と近世都市景観の検証」研究課題番号：26370138 の成果とによるもの
である。
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